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面接準備開始の指示があるまで，ページを開かず，以下の注意事項をよく読んでくださ

い．また，封筒おもて面の上部に「受験番号」と「氏名」を書いてください． 

 

１  課題は１題です．  

２  課題の解答は，面接時に，口頭で行っていただきますので，その際に必要な説明資料

を作成してください．資料の作成時間は 30 分，面接時の口頭説明と口頭試問の時間は

それぞれ 5分と 10分です． 

３  説明資料の内容は，書画投影器を使って，そのままをスクリーンに映し出します．ス

クリーンに映し出された資料に基づいて，課題に対する解答をしてください． 

４  説明資料は，課題に対する考え方や最終結果を面接委員に説明するために作成します．

見出しや項目，主要な公式や計算式，説明に必要なグラフや図，最終結果や結論，など

から成る資料を作成してください．文字／式／記号／図を，やや大きめで丁寧に濃く書

くことをお勧めします．添付された「説明資料の例」を参考にしてください． 

５  説明資料は，封筒内にある「受験者用解答用紙」を用いて，３枚以内で作成してくだ

さい．白紙の A4 用紙は下書きや計算などに使用してください．  

６  作成した説明資料は，評価の対象とします． 

 

 小論文（説明資料）作成時間終了の合図があったら速やかに作業をやめ、全ての

用紙を封筒の中に入れて退室してください。面接室で指示があるまで封筒を開け

てはいけません。 

 面接終了後は，すべての用紙を封筒に入れて提出し，退席してください． 



説明資料の例 

 
 



課題 1 

平面上のベクトルについて，以下の問いに答えよ． 

 

(1) ベクトルa


=(−1, 2)，b


=(4, 3)のとき， ba


23  に平行な単位ベクトル(大きさが 1のベクト

ル)を成分表示せよ． 

 

 

 

 

 

 

(2) ベクトルa


=(3, 0)，b


=(3, k)がある．a

とb


のなす角が 60°となるような kの値を求めよ． 

 

 

 

 

 

 

(3) pと qを 0でない実数， a

とb


を単位ベクトルとする．ベクトル bqap


 と bpaq


 の大き

さが等しいとき，a

とb


がどのような関係にあるか述べよ． 

 

 

 

 

 

 

(4) ベクトルa


=(1, 2)，b


=(3, 1)がある．実数 s，tが条件 1≦s+t≦2，s≧0，t≧0を満たしながら

動くとき， btasp


 で定められた点 P( p


)のとりうる領域の面積を求めよ． 


